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　小学校が借りている水田で、４Ｈクラブ員１名が田植えを指導した。小学校では、ふる
さと学習の一環で、地域の暮らしを学ぶため地域の農家から水田を借り、田植えを行って
いる。当初、校長先生から農業改良普及課に指導の依頼があったが、ジャンボカボチャコ
ンテスト等の地域貢献活動を行っている４Ｈクラブ員を講師として推薦した。
　
　当日は、４Ｈクラブ員が苗の植え方や注意事項を小学生に丁寧に教えた後、４～６年生
（80名）が８aの水田に、恵糯（めぐみもち）をすべて手植えした。途中バランスを崩して
尻もちをつく等、悪戦苦闘する子もいたが、２時間ほどですべて植え終えた。小学生は、
４Ｈクラブ員に対し、苗を早く渡すようせがむなど和気あいあいとした様子だった。参加
者らで秋の豊作を願い、４Ｈクラブ員と稲刈り指導の約束をして終了した。
　
　農業改良普及課は、引き続き４Ｈクラブ員が農業の魅力を地域へ伝えられるよう支援し
ていく。
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